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活動1：生産技術の確立
実の収穫（地元）、殻挽き、種子選別、乾燥、搾油、原油ろ過
、を経て原油が完成する工程の内、懸案であった搾油は
2018年適応確認を行い（若狭東高校、搾油専門家）、穀挽き
については2023年に適応確認を実施（機器メーカー）、機械
について導入のめどが立ち生産技術が確立しつつある。
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活動2：需要の掘り起こし（販路開拓）
再現性が重視される文化財修復保存分野においては
厳格に使用する材料が定められているが、近年海外か
らの輸入に依存していることが問題視され、材料の国産
化の流れが強まっている。ここに販路を見いだし、品質
試験を日光東照宮での使用を目指し適応試験実施中。

活動3：生産体制の仕組みづくり
アブラギリの実を採取し木を管理する
里山での活動、福祉施設への穀挽き
・種選別・搾油・濾過などの作業委託
を行い、製品を地域の特産物にする
地域の仕組みを構築する

活動2：需要の掘り起こし（販路開拓）
販路の確立による桐油国産産業の育成

活動1：生産技術の確立
生産技術を確立することで、ア
ブラギリの活用が進み、地域
の里山環境の保全に資する

活動2：需要の掘り起こし（販路開拓）
国産桐油使用による物質循環の構築

活動1：生産技術の確立
生産技術を確立する過程で様々な専
門家や関係者の連携が生まれた。

活動3：生産体制の仕組みづくり
生産体制の構築を通じ、福祉授産施設の雇用
創出など地域課題解決に資する

活動１：生産技術の確立
地域の新しい産業の芽が生まれた

里山の管理者

ニホンアブラギリはトウダイグサ科の落葉高木であり、種子から「桐油」と呼ばれる油を採取して塗料などに用いられていた。若狭地方では「コロビ」と呼び、江戸時代から
盛んに栽培され、全国一の生産量を誇っていた。昭和半ば頃の“燃料革命”を機に国内の桐油産業は衰退。繁殖・成長力が高く野生化が進み、現代では生態の単一植生
化などの環境問題的様相が見られる。若狭地方一帯にこの状況が広がっていることから、この厄介モノとなっているアブラギリを有効活用し、桐油の製品化を通じて地域
資源として地域の課題解決に貢献する協働取組を推進している。
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活動3：生産体制の仕組みづくり
生産体制の構築を通じ、アブラギリの管理等の里
山保全、国産化による域内循環に貢献する

活動3：生産体制の仕組みづくり
生産体制の構築を通じて生きない経済の活性化、外部からの資本導入が期待できる

活動2：需要の掘り起こし（販路開拓）
文化財修理素材の国産化による文化の伝承

上根来
地区

小浜市里山
創造協議会

搾油専門家
機器専メーカー

日光社寺文化財保存会


	スライド 1: 参考インプット
	スライド 2: SDGs取組の見える化
	スライド 3: 活動見える化プログラムとは
	スライド 4: 分析事例：活動内容
	スライド 5: 里山整備副産物を利用した 海洋資源保全に関する コンソーシアムの構築に向けて
	スライド 6: 話題提供団体のSDGs取組
	スライド 7: 株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ
	スライド 8: 株式会社Q-NEXT
	スライド 9: NPO法人若狭くらしに水舎
	スライド 10: 地域循環共生圏に貢献する ローカルSDGs活動の評価
	スライド 11: “地域循環共生圏”とは
	スライド 12: “地域循環共生圏”が産み出し“地域循環共生圏”を支える「ローカルSDGs事業」
	スライド 13: 「ローカルSDGs活動」評価の価値基準
	スライド 14: オクトパスモデル（事業による六つの資本の増加）：IIRCのフレームワーク
	スライド 15: 六つの資本の積み木
	スライド 16: 地域循環共生圏取組チェック（評価）
	スライド 17: 六つの資本の積み木による地域循環共生圏への貢献評価
	スライド 18: 六つの資本の積み木による地域循環共生圏への貢献評価
	スライド 19: 六つの資本の積み木による地域循環共生圏への貢献評価

